
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ラップ強度の向上と共に回転バランスの向上が

図られ、ラップ間の無駄な空間を排除したスクロール流

体機械を提供する。

【解決手段】第１のスクロールユニット１０は、ハウジ

ング３に回転自在に支持される一対の端板１２，１５と

、これら両端板間に固定され、所定の中心角で均等に配

置された複数の渦巻き状の第１ラップ群１３とを具備し

、第２のスクロールユニット２０は、第１のスクロール

ユニットの一対の端板間に摺動可能に挟持される円筒状

外周リング部２１と、略中央部分に配される連結ブロッ

ク部２３と、円筒状外周リング部から連結ブロック部に

かけて延出して第１のラップ群が挿入される複数の挿入

空間２６を画成し、圧縮空間４０を形成する複数の渦巻

き状の第２のラップ群２２から構成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ と 、 該 ハ ウ ジ ン グ 内 に 回 転 自 在 に 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 、 該 第 １ の ス
ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 回 転 に 伴 っ て 回 転 す る と 共 に 該 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト に 対 し て 相
対 的 に 旋 回 運 動 を 行 う 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト と を 具 備 し 、 前 記 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ
ッ ト と 前 記 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト に よ っ て 画 成 さ れ た 圧 縮 空 間 の 容 積 を 変 化 さ せ て 吸
引 吐 出 を 行 う ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 に お い て 、
　 前 記 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る 一 対 の 端 板
と 、 こ れ ら 両 端 板 間 に 固 定 さ れ 、 所 定 の 中 心 角 で 均 等 に 配 置 さ れ た 複 数 の 渦 巻 き 状 の ラ ッ
プ か ら な る 第 １ ラ ッ プ 群 と を 具 備 し 、
　 前 記 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 一 対 の 端 板 間 に 摺
動 可 能 に 挟 持 さ れ る 円 筒 状 外 周 リ ン グ 部 と 、 略 中 央 部 分 に 配 さ れ る 連 結 ブ ロ ッ ク 部 と 、 前
記 リ ン グ 部 か ら 前 記 連 結 ブ ロ ッ ク 部 に か け て 延 出 し て 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 の そ れ ぞ れ の ラ
ッ プ が 挿 入 さ れ る 複 数 の 挿 入 空 間 を 画 成 し 、 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 の ラ ッ プ と の 間 に 前 記 圧
縮 空 間 を 形 成 す る 複 数 の 渦 巻 き 状 の ラ ッ プ か ら な る 第 ２ の ラ ッ プ 群 と を 具 備 す る こ と を 特
徴 と す る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 、 第 ２ の ラ ッ プ 群 は そ れ ぞ れ イ ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 か ら な る ラ ッ プ を
２ 枚 用 い 、 そ の 始 点 を １ ８ ０ 度 ず ら し 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ク ロ ー
ル 流 体 機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の ラ ッ プ 群 を 構 成 す る そ れ ぞ れ の ラ ッ プ の 最 終 端 部 の 伸 開 角 は 前 記 第 １ の ラ ッ
プ 群 を 構 成 す る そ れ ぞ れ の ラ ッ プ の 最 終 端 部 の 伸 開 角 に 対 し π ／ ２ 増 加 し て 構 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の リ ン グ 部 に は 、 前 記 そ れ ぞ れ の 噛 合 空 間 と 連 通 す る 吸
気 口 が 前 記 第 ２ の ラ ッ プ の 終 端 近 傍 に 形 成 さ れ 、 前 記 連 結 ブ ロ ッ ク 部 に は 、 前 記 支 持 軸 に
形 成 さ れ た 吐 出 口 と 連 通 す る 連 通 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ 記
載 の ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 一 方 の ス ク ロ ー ル と 、 こ の 一 方 の ス ク ロ ー ル に 対 し て 相 対 的 に 旋 回 運 動 を
行 う 他 方 の ス ク ロ ー ル と を 具 備 す る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 駆 動 ス ク ロ ー ル 端 板 と 従 動 ス ク ロ ー ル 端 板 に 、 渦 巻 き 状 ラ ッ プ を 立 設 し
、 向 か い 合 わ せ て 噛 合 さ せ 、 駆 動 ス ク ロ ー ル に 対 し て 従 動 ス ク ロ ー ル を 公 転 さ せ て 、 両 者
の 回 転 に よ っ て 生 じ る 閉 鎖 空 間 を 、 外 周 側 よ り 内 周 側 に 順 次 縮 小 移 動 し て 、 流 体 を 圧 縮 し
て 吐 出 す る 全 系 回 転 形 ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 を 開 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ は 、 本 出 願 人 に よ る も の で 、 ケ ー シ ン グ と 、 こ の ケ ー シ ン グ に 回 転 自 在 に 保
持 さ れ る 外 周 ブ ロ ッ ク 及 び こ の 外 周 ブ ロ ッ ク か ら 内 側 に 渦 巻 き 状 に 延 出 す る 従 動 ラ ッ プ か
ら 少 な く と も 構 成 さ れ る 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 、 前 記 従 動 ラ ッ プ に 噛 合 す る 駆 動 ラ ッ
プ 、 こ の 駆 動 ラ ッ プ を 挟 持 固 定 す る と 共 に 前 記 従 動 ラ ッ プ を 摺 動 自 在 に 挟 持 す る 一 対 の 端
板 及 び 前 記 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト に 対 し て 偏 心 し て 前 記 ケ ー シ ン グ に 回 転 自 在 に 軸 支 さ
れ 、 前 記 端 板 を 回 転 さ せ る 駆 動 軸 か ら な り 、 前 記 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 共 に 圧 縮 空 間
を 画 成 す る 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 、 前 記 外 周 ブ ロ ッ ク に 形 成 さ れ 、 前 記 圧 縮 空 間 と 連
通 す る 吸 入 口 と 、 前 記 駆 動 軸 に 形 成 さ れ 、 前 記 圧 縮 空 間 と 連 通 す る 吐 出 口 と に よ っ て 少 な
く と も 構 成 さ れ る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 を 開 示 す る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 非 特 許 文 献 １ は 、 ２ 枚 の 渦 巻 き を 用 い た バ ラ ン ス 形 の 羽 根 車 を 組 み 合 わ せ 、 一 方 を モ ー
タ の 軸 に 直 結 し 、 他 方 を 渦 巻 き 側 壁 で 従 動 す る よ う に し て 、 フ ァ ン あ る い は ブ ロ ワ を 構 成
す る こ と を 開 示 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ３ ３ ０ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ６ ０ ２ ５ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 日 本 機 械 学 会 論 文 集 （ Ｂ 編 ） ５ ４ 巻 第 ４ ９ ８ 号 （ 昭 ６ ３ － ２ ） 、 論 文 Ｎ
ｏ ． ８ ７ － ０ ４ ３ ６ Ｂ 「 ス ク ロ ー ル フ ァ ン 及 び ブ ロ ワ の 研 究 」
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 全 系 回 転 形 ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 は 、 駆 動 ス ク ロ ー ル の 回 転 に 伴
っ て 従 動 ス ク ロ ー ル が 回 転 し つ つ 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル に 対 し て 旋 回 運 動 を 行 い 、 閉 鎖 空 間
の 容 積 を 縮 小 す る も の で あ る が 、 閉 鎖 空 間 を 画 成 す る 端 板 に は 各 端 板 を 引 き 離 す 方 向 に 作
用 す る ス ラ ス ト 荷 重 が 働 き 、 ベ ア リ ン グ に 大 き な 負 荷 が か か る と い う 不 具 合 が あ っ た 。 ま
た 、 吐 出 容 量 を 増 大 さ せ る た め に 、 閉 鎖 空 間 の 容 積 を 大 き く す る 場 合 、 渦 巻 き ラ ッ プ の 高
さ を 高 く す る 必 要 が あ る が 、 こ の 場 合 、 ラ ッ プ 高 さ の 半 分 の 位 置 に 軸 と 直 角 方 向 に ラ ジ ア
ル 荷 重 が か か る た め 、 特 許 文 献 １ の よ う な 片 持 ち タ イ プ の 場 合 、 転 覆 モ ー メ ン ト が 大 き く
な る と い う 不 具 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 本 出 願 人 は 、 特 許 文 献 ２ お い て 、 駆 動 ス ク ロ ー ル の ラ ッ プ を そ の 両 端 で 挟 持
す る よ う に 一 対 の 端 板 を 設 け 、 さ ら に 前 記 両 端 板 間 で 従 動 ス ク ロ ー ル の ラ ッ プ を 旋 回 可 能
と し た こ と に よ っ て 、 軸 方 向 に か か る 荷 重 を 駆 動 ス ク ロ ー ル の ラ ッ プ 強 度 で 相 殺 し 、 ベ ア
リ ン グ に ス ラ ス ト 荷 重 が 作 用 し な い 構 成 と し た た め 、 圧 縮 空 間 の 容 量 を 増 大 さ せ る こ と が
で き る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 を 開 示 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 非 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 は 、 駆 動 ス ク ロ ー ル 側 と 従 動 ス ク ロ ー ル
側 に お い て 、 同 様 形 状 の 2枚 ラ ッ プ を 用 い 、 ま た そ れ ぞ れ を 、 π ／ ２ （ ９ ０ 度 ） ず ら し 組
み 合 わ さ れ て い る こ と か ら 、 そ の 終 端 部 分 も π ／ ２ （ ９ ０ 度 ） ず れ た 状 態 で 配 置 さ れ る た
め 、 圧 縮 に 寄 与 し な い 部 分 が 生 じ て い る と い う 不 具 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 に お い て は 、 従 動 ス ク ロ ー ル の ラ ッ プ 強 度
を さ ら に 向 上 さ せ る こ と に よ っ て 吐 出 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 上 述 し
た 引 例 の 場 合 、 駆 動 ス ク ロ ー ル 及 び 従 動 ス ク ロ ー ル が 共 に 回 転 す る こ と か ら 、 回 転 バ ラ ン
ス を 向 上 さ せ る こ と に よ っ て さ ら に 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る こ と が 推 測 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め 、 本 願 発 明 は 、 ラ ッ プ 強 度 の 向 上 と 共 に 回 転 バ ラ ン ス の 向 上 が 図 ら れ 、 ラ ッ プ
間 の 無 駄 な 空 間 を 排 除 し た ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 よ っ て 、 こ の 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 該 ハ ウ ジ ン グ 内 に 回 転 自 在 に 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ
ニ ッ ト と 、 該 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 回 転 に 伴 っ て 回 転 す る と 共 に 該 第 １ の ス ク ロ ー
ル ユ ニ ッ ト に 対 し て 相 対 的 に 旋 回 運 動 を 行 う 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト と を 具 備 し 、 前 記
第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 前 記 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト に よ っ て 画 成 さ れ た 圧 縮 空 間
の 容 積 を 変 化 さ せ て 吸 引 吐 出 を 行 う ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 に お い て 、 前 記 第 １ の ス ク ロ ー ル
ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る 一 対 の 端 板 と 、 こ れ ら 両 端 板 間 に 固
定 さ れ 、 所 定 の 中 心 角 で 均 等 に 配 置 さ れ た 複 数 の 渦 巻 き 状 の ラ ッ プ か ら な る 第 １ ラ ッ プ 群
と を 具 備 し 、 前 記 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 一 対 の
端 板 間 に 摺 動 可 能 に 挟 持 さ れ る 円 筒 状 外 周 リ ン グ 部 と 、 略 中 央 部 分 に 配 さ れ る 連 結 ブ ロ ッ
ク 部 と 、 前 記 リ ン グ 部 か ら 前 記 連 結 ブ ロ ッ ク 部 に か け て 延 出 し て 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 の そ
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れ ぞ れ の ラ ッ プ が 挿 入 さ れ る 複 数 の 挿 入 空 間 を 画 成 し 、 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 の ラ ッ プ と の
間 に 前 記 圧 縮 空 間 を 形 成 す る 複 数 の 渦 巻 き 状 の ラ ッ プ か ら な る 第 ２ の ラ ッ プ 群 と を 具 備 す
る こ と に あ る 。 尚 、 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト 及 び 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 一 方 が 駆
動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト で あ り 、 他 方 が 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 、 第 ２ の ラ ッ プ 群 は そ れ ぞ れ イ ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 か ら な る ラ ッ プ を
2枚 用 い 、 そ の 始 点 を １ ８ ０ 度 ず ら し 構 成 し 、 前 記 第 ２ の ラ ッ プ 群 を 構 成 す る そ れ ぞ れ の
ラ ッ プ の 最 終 端 部 の 伸 開 角 （ Φ end） は 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 を 構 成 す る そ れ ぞ れ の ラ ッ プ
の 最 終 端 部 の 伸 開 角 （ Φ end） に 対 し π ／ ２ （ ９ ０ 度 ） 増 加 し て 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 中 心 角 は １ ８ ０ 度 で あ り 、 第 １ の ラ ッ プ 群 及 び 第 ２ の ラ ッ プ 群 は 、 そ れ ぞ
れ ２ 枚 の ラ ッ プ か ら 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い が 、 例 え ば １ ２ ０ 度 ず つ で そ れ ぞ れ ３ 枚 の
ラ ッ プ か ら 構 成 さ れ る も の で も よ い も の で あ り 、 そ の 数 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ る も の で
は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の リ ン グ 部 に は 、 前 記 そ れ ぞ れ の 噛 合 空 間 と 連 通
す る 吸 気 口 が 前 記 第 ２ の ラ ッ プ の 終 端 Φ end近 傍 に 形 成 さ れ 、 前 記 連 結 ブ ロ ッ ク 部 に は 、
前 記 支 持 軸 に 形 成 さ れ た 吐 出 口 と 連 通 す る 連 通 部 が 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 尚 、 前 記
連 通 部 は 、 溝 形 式 で あ っ て も 、 孔 の 形 式 で あ っ て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 こ の 発 明 は 、 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 第 ２ の ラ ッ プ 群 の ラ ッ プ の そ れ
ぞ れ の 両 端 が 、 径 方 向 外 側 の リ ン グ 部 及 び 径 方 向 内 側 の 連 結 ブ ロ ッ ク 部 で 保 持 さ れ て い る
の で 、 十 分 な 強 度 を 保 持 で き 、 さ ら に 、 ラ ッ プ の 回 転 中 心 に 対 し て バ ラ ン ス が と れ て い る
た め 、 高 速 回 転 が 可 能 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 ２ の ラ ッ プ 群 の ラ ッ プ に よ っ て 画 成 さ れ た 挿 入 空 間 に 、 前 記 第 １ の ラ ッ
プ 群 の ラ ッ プ が 挿 入 さ れ 、 且 つ こ の 第 １ の ラ ッ プ 群 の ラ ッ プ の 外 周 端 部 Φ endま で 前 記 第
２ の ラ ッ プ 群 の ラ ッ プ の Φ endが 延 出 し て い る た め 、 第 １ の ラ ッ プ 群 及 び 第 ２ の ラ ッ プ 群
に よ っ て 構 成 さ れ る 圧 縮 空 間 が 前 記 第 １ の ラ ッ プ の Φ end外 側 壁 も 有 効 に 働 く こ と に な る
た め 、 吐 出 容 量 を 増 大 さ せ る こ と が 可 能 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ っ て 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 強 度 が 十 分 で あ り 、 回 転 バ ラ ン ス が 良 好 で 高 速 回 転
が 可 能 で あ り 、 さ ら に 十 分 な 吐 出 容 量 を 確 保 で き る と 共 に 、 回 転 速 度 の 変 動 を 円 滑 に 行 う
こ と が で き る の で 、 吐 出 流 体 の 脈 動 を 減 少 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 吐 出 容 量 の 変 動 に
即 座 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 に よ り 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 発 明 に 係 る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 １ は 、 例 え ば 図 １ に 示 す も の で 、 ベ ー ス ２ に 固 定 さ
れ る ハ ウ ジ ン グ ３ と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る 第 １ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト
（ こ の 実 施 例 で は 、 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト ） １ ０ と 、 こ の 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０
に 摺 動 自 在 に 挟 持 さ れ 、 回 転 同 期 機 構 ３ ０ に よ っ て 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ に 対
し て 旋 回 運 動 を 行 う 第 ２ の ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ こ の 実 施 例 で は 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト
） ２ ０ と を 少 な く と も 具 備 し 、 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ 及 び 前 記 従 動 ス ク ロ ー ル
ユ ニ ッ ト ２ ０ と に よ っ て 画 成 さ れ た 圧 縮 空 間 ４ ０ の 容 積 を 外 周 側 か ら 中 央 側 へ 順 次 縮 小 さ
せ て 圧 縮 作 用 を 行 う も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ ３ は 、 円 筒 状 の 第 １ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ａ と 、 こ の 第 １ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ａ を
軸 方 向 両 側 か ら 閉 塞 す る 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ｂ 及 び 第 ３ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ｃ と に よ っ て 構 成
さ れ 、 前 記 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ｂ 及 び 前 記 第 ３ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ｃ は 、 ベ ア リ ン グ ６ ２ ， ６
３ を 介 し て 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ を 回 転 自 在 に 保 持 す る も の で あ る 。 尚 、 ６ １
は オ イ ル シ ー ル 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う な 第 １ の 駆 動 ス ク
ロ ー ル 部 材 １ ０ Ａ と 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う な 駆 動 ス ク ロ ー ル 受 け 部 材 １ ０ Ｂ と
に よ っ て 構 成 さ れ る 。 前 記 第 １ の 駆 動 ス ク ロ ー ル 部 材 １ ０ Ａ は 、 前 記 第 ３ の ハ ウ ジ ン グ に
ベ ア リ ン グ ６ ２ を 介 し て 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る 回 転 軸 １ １ と 、 こ の 回 転 軸 １ １ が 一 体 に 形
成 さ れ た デ ィ ス ク 状 の 第 １ の 端 板 部 １ ２ と 、 こ の 第 １ の 端 板 部 １ ２ か ら 軸 方 向 に 立 設 す る
よ う に 一 体 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 所 定 の 中 心 角 を 配 し て 均 等 に 設 け ら れ た 複 数 の 渦 巻 き 状
の ラ ッ プ （ 駆 動 ラ ッ プ ） １ ３ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。 尚 、 複 数 の 駆 動 ラ ッ プ １ ３ に よ っ て
第 １ ラ ッ プ 群 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル 受 け 部 材 １ ０ Ｂ は 、 前 記 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ｂ に ベ ア リ ン グ
６ ３ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る 支 持 軸 １ ４ と 、 こ の 支 持 軸 １ ４ が 一 体 に 形 成 さ れ た デ
ィ ス ク 状 の 第 ２ の 端 板 部 １ ５ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 端 板 部 １ ５ に は 、 前 記 駆 動
ラ ッ プ １ ３ の 軸 方 向 端 部 が 挿 着 さ れ る 装 着 溝 １ ８ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 支 持 軸 １ ４ に
は 吐 出 孔 １ ６ が 貫 通 し て 設 け ら れ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 下 記 す る 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト
２ ０ を 装 着 し た 後 、 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル 部 材 １ ０ Ａ と 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル 受 け 部 材 １ ０ Ｂ
と を ネ ジ 止 め に て 固 定 す る も の で あ る 。 尚 、 前 記 回 転 軸 １ １ に は 、 カ ッ プ リ ン グ ５ ４ を 介
し て 外 部 動 力 が 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） で 示 さ れ る よ う に 、 外 周 部 分 に 位
置 す る 外 周 リ ン グ 部 ２ １ と 、 中 央 部 分 に 位 置 す る 連 結 ブ ロ ッ ク 部 ２ ３ と 、 前 記 外 周 リ ン グ
部 ２ １ と 前 記 連 結 ブ ロ ッ ク 部 ２ ３ を 渦 巻 き 状 に 連 結 し 、 前 記 第 １ の ラ ッ プ 群 の 駆 動 ラ ッ プ
１ ３ が 挿 入 さ れ る 挿 入 空 間 ２ ６ を 画 成 す る 複 数 の ラ ッ プ （ 従 動 ラ ッ プ ） ２ ２ と に よ っ て 構
成 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 挿 入 空 間 ２ ６ に 前 記 駆 動 ラ ッ プ １ ３ が 挿 入 さ れ る こ と に よ っ て 、
前 記 従 動 ラ ッ プ ２ ２ と の 間 に 複 数 の 圧 縮 空 間 ４ ０ が 画 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 従 動 ラ ッ プ ２ ２ は 、 前 記 外 周 リ ン グ 部 ２ １ に 沿 っ て こ の 外 周 リ ン グ 部 ２ １ と
一 体 に 形 成 さ れ 、 内 周 側 側 面 に 沿 っ て 前 記 挿 入 空 間 ２ ６ が 形 成 さ れ る ブ ロ ッ ク ラ ッ プ 部 ２
２ Ｂ と 、 こ の ブ ロ ッ ク ラ ッ プ 部 ２ ２ Ｂ か ら 前 記 挿 入 空 間 ２ ６ に 沿 っ て 連 結 ブ ロ ッ ク 部 ２ ３
ま で 渦 巻 き 状 に 延 出 す る 延 出 ラ ッ プ 部 ２ ２ Ａ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 こ の 複 数 の 従 動 ラ ッ プ
２ ２ に よ っ て 第 ２ ラ ッ プ 群 が 構 成 さ れ る 。 さ ら に 、 図 ５ で 示 す よ う に 、 前 記 従 動 ラ ッ プ ２
２ の ブ ロ ッ ク ラ ッ プ 部 ２ ２ Ｂ の 端 部 、 い わ ゆ る 従 動 ラ ッ プ ２ ２ の Φ endＥ は 、 前 記 駆 動 ラ
ッ プ １ ３ の 外 周 端 部 （ Φ end） と 近 接 す る 位 置 ま で 延 出 し て い る 。 こ の た め 、 ラ ッ プ １ ３
の 外 側 壁 が Φ endま で 有 効 に 活 用 さ れ る こ と に な る た め 、 前 記 圧 縮 空 間 ４ ０ の 容 量 を 確 保
で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 連 結 ブ ロ ッ ク 部 ２ ３ に は 、 前 記 圧 縮 空 間 ４ ０ と 前 記 吐 出 孔 １ ６ と の 間 を 連 通
す る 連 通 溝 ２ ４ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 前 記 従 動 ラ ッ プ ２ ３ の 軸 方 向 両 端 部 に は 、 シ ー ル 部
材 ７ ０ が 装 着 さ れ る 装 着 溝 ２ ７ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ０ に は 、 前 記 リ ン グ 部 ２ １ の 外 周 近 傍 に 固 定 さ
れ 、 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ の 両 端 板 部 １ ２ ， １ ５ の 外 側 に 位 置 し 、 前 記 第 ２ 及
び 第 ３ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ｂ 、 ３ Ｃ に 対 し て ベ ア リ ン グ ６ ４ ， ６ ５ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ
れ る 一 対 の ス ク ロ ー ル 受 け （ 従 動 ス ク ロ ー ル 受 け ） ２ ８ ， ２ ９ が 設 け ら れ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 支 持 軸 １ ４ の 外 周 縁 に は 、 オ イ ル シ ー ル 部 材 ５ １ が 設 け ら れ 、 こ の オ イ ル シ
ー ル 部 材 ５ １ を 保 持 す る オ イ ル シ ー ル 受 け 部 材 ５ ０ が 前 記 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ｂ に 固 定 さ
れ る 。 さ ら に 、 こ の オ イ ル シ ー ル 受 け 部 材 ５ ０ の 端 部 に は 、 キ ャ ッ プ 部 ５ ２ が 配 さ れ 、 こ
の キ ャ ッ プ 部 ５ ２ に は 前 記 吐 出 孔 １ ６ と 連 通 す る 吐 出 口 ５ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ０ の 端 板 １ ２ ， １ ５ と 前 記 従 動 ス ク ロ ー ル 受 け 部 材 ２ ７
， ２ ８ の 間 に は 、 回 転 同 期 機 構 ３ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の 回 転 同 期 機 構 ３ ０ と し て 、 Ｓ Ｐ ピ
ン ３ １ と こ れ が 噛 合 す る Ｓ Ｐ リ ン グ ３ ２ に よ っ て 構 成 さ れ る も の 、 端 板 １ ２ ， １ ５ 側 に 形
成 さ れ た オ ル ダ ム 溝 ３ ４ 、 前 記 従 動 ス ク ロ ー ル 受 け 部 材 ２ ７ ， ２ ８ 側 に 形 成 さ れ た オ ル ダ
ム 溝 ３ ３ 、 及 び そ れ ぞ れ の オ ル ダ ム 溝 ３ ３ ， ３ ４ に 噛 合 す る オ ル ダ ム ス ラ イ ダ ー に よ っ て
構 成 さ れ る も の が 、 そ れ ぞ れ 図 １ に 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ら は 、 い ず れ か 一 つ の も の が 設
け ら れ れ ば 良 い も の で あ り 、 他 の 回 転 同 期 機 構 が 用 い ら れ て も 良 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 図 １ 及 び 図 ５ で 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 １ の ハ ウ ジ ン グ ３ Ａ
に 形 成 さ れ た 吸 入 口 ４ １ か ら 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に よ っ て 画 成 さ れ た 内 部 空 間 ４ ２ を 介 し て 吸
入 孔 ２ ５ を 介 し て 、 圧 縮 空 間 ４ ０ の 拡 大 行 程 に お い て 気 体 及 び 液 体 （ 以 下 、 流 体 ） が 吸 引
さ れ 、 圧 縮 空 間 ４ ０ の 中 央 方 向 に 移 動 に 伴 っ て 行 わ れ る 縮 小 行 程 に お い て 前 記 流 体 が 圧 縮
さ れ 、 中 央 端 部 に お い て 前 記 連 通 溝 ２ ３ か ら 、 吐 出 孔 １ ６ 及 び 吐 出 口 ５ ３ を 介 し て 吐 出 さ
れ る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に よ る ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 は 、 吸 入 口 を 外 気 に 開 放 す る こ と に よ っ て 空 気 を
圧 縮 吐 出 す る こ と が で き る た め 、 空 気 ポ ン プ と し て 利 用 で き る 。 ま た 、 空 気 ブ ロ ワ と し て
、 水 滴 飛 散 シ ス テ ム 等 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 吸 入 口 に 配 管 設 備 を 設 け る こ と に よ っ て 、 液 体 等 を 吸 引 吐 出 す る オ イ ル ポ ン プ 、
水 ポ ン プ 、 真 空 ポ ン プ と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 回 転 バ ラ ン ス が よ い た め 、 回 転 速 度 の 急 激 な 変 化 に 対 応 で き 、 ま た 急 吐 出 容 量
の 急 激 な 変 化 要 求 に 対 応 で き る の で 、 内 燃 機 関 等 の タ ー ボ 機 構 等 に 利 用 す る こ と も で き る
も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 本 願 発 明 の ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 の 駆 動 ス ク ロ ー ル 部 材 の 一 部 断 面 側 面 図
で あ り 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 駆 動 ス ク ロ ー ル 受 け 部 材 の 正 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は そ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 従 動 ス ク ロ ー ル 部 材 の 正 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は そ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 発 明 の ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 の 構 成 を 示 し た 説 明 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 ス ク ロ ー ル 流 体 機 械
　 ２ 　 ベ ー ス
　 ３ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ０ 　 駆 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト
　 １ ０ Ａ 　 駆 動 ス ク ロ ー ル 部 材
　 １ ０ Ｂ 　 駆 動 ス ク ロ ー ル 受 け 部 材
　 １ １ 　 回 転 軸
　 １ ２ 　 端 板
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　 １ ３ 　 （ 駆 動 ） ラ ッ プ
　 １ ４ 　 支 持 軸
　 １ ５ 　 端 板
　 １ ６ 　 吐 出 孔
　 ２ ０ 　 従 動 ス ク ロ ー ル ユ ニ ッ ト
　 ２ １ 　 リ ン グ 部
　 ２ ２ 　 （ 従 動 ） ラ ッ プ
　 ２ ３ 　 連 結 ブ ロ ッ ク 部
　 ２ ４ 　 連 通 溝
　 ２ ７ ， ２ ８ 　 （ 従 動 ） ス ク ロ ー ル 受 け
　 ３ ０ 　 回 転 同 期 機 構
　 ４ ０ 　 圧 縮 空 間
　 ４ １ 　 吸 入 口
 

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2007-23776 A 2007.2.1
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